
港湾空港関係の評価項目調書

資料－５



 

 

港湾改修事業の再評価項目調書 

事 業 名 
徳山
とくやま

下松港
くだまつこう

 新南陽
しんなんよう

地区
ち く

 

       多目的
た も く て き

国際
こくさい

ターミナル整備
せ い び

事業
じぎょう

 事 業 主 体   中国地方整備局 

所 在 地 山口
やまぐち

県周
けんしゅう

南市
な ん し

 

事業概要   徳山下松港新南陽地区は、既存係留施設の不足（岸壁水深及び岸壁数、背後スペー

ス）及び大型船舶に対応した水深を有する係留施設がなく、高い物流コストを強いら

れている現状である。 

中でも、近年の背後企業が企業間の連携を図ったこと等による生産性の向上、生産

量の増加などに伴い、徳山下松港の取扱貨物量が増加しており、取扱貨物能力の限界

に達している状況にある。 

このため、当該地域の物流効率化を図り、船舶の大型化に対応した岸壁（-12ｍ）及

び埠頭用地の整備をするものである。 

事業採択年度      平成9年度 

総 事 業 費       約303億円 既 投 資 額  約64億円 

               （進捗率21％）

ア）事業をめぐる社会情勢等の変化 

 ・背後に立地する周南コンビナートの工場生産量の増加 

 ・電力需要の拡大と発電所の新設 

 ・港湾環境整備事業進展に伴う物流効率化 

 

 

イ）費用便益分析（平成18年度価値換算による）         （残事業）事業全体   

本事業に要する費用（総費用） 本事業による効果（総便益） 

■建設費 

 総事業費※1     (239.0)303億円 

       

現在価値事業費※2  

(175.8)245.6億円①

■管理運営費     (3.8)3.8億円②

 総費用（Ｃ） 

 ①＋②    ＝    (179.6)249.4億円 

 

※1 ：既に登録されている当事業に必要な費用 

※2 ：将来または過去の費用を、現在の価値に換算したもの 

 

■陸上輸送削減便益( － )314.9億円③

■海上輸送削減便益(392.4)350.7億円④

■残存価値       (5.8)  5.8億円⑤

 

総便益（Ｂ） 

③＋④＋⑤  ＝ (398.2)671.4億円 

評価対象期間内  ＝ 整備期間＋５０年 

  費用対効果分析の結果    前回評価時 Ｂ／Ｃ＝（－ ）－ 

                                今回評価時  Ｂ／Ｃ＝（2.2）2.7 

 

    「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル（平成１６年６月）による」  
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事 業 名 徳山
とくやま

下松港
くだまつこう

 新南陽
しんなんよう

地区
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た も く て き

国際
こくさい

ターミナル整備
せ い び

事業
じぎょう

 事 業 主 体   中国地方整備局 

①事業

の必要

性に関
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ウ）貨幣換算しなかったが定性的に評価できる事項 

・ 陸上輸送及び海上輸送の効率化に伴う排出ガスの減少 

  （CO2 19.6トン/年、NOX 0.5トン/年） 

・ 背後圏立地企業の物流効率化及び国際競争力の向上に伴う地域産業の安定・発展

・ 浚渫土砂を有効活用した干潟造成に伴う環境修復及び環境保全 

 

エ）事業の進捗状況 

  １．主な経緯 

  平成 9年 4月       岸壁（水深12ｍ） 着工 

            埠頭用地     着工 

  平成14年 4月       航路・泊地浚渫  着工 

  平成17年 3月    岸壁（水深12ｍ） 完了 

  平成18年 9月       事業再評価実施 

  平成30年代     岸壁（水深12ｍ） 供用開始予定 

 

 

 ２．事業の進捗状況 

  ○工事の進捗状況 

   現在の工事の進捗状況は21％である。 

②事業

進捗の

見込み 

  事業の進捗率は、21%である。今後は予算の重点投資をするなど、早期供用を図って

行く予定である。   
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③コス

ト縮減

や代替

案の可

能性 

 岸壁整備に新技術を導入することでコスト縮減を図った。 

今後の対応 

方針 

事業継続 

 本事業は十分な投資効果及び進捗の目途が確認されるため、本事業を継続すること

としたい。 
 

 



徳山下松港新南陽地区徳山下松港新南陽地区
多目的国際ターミナル事業再評価多目的国際ターミナル事業再評価

平成18年9月

国土交通省 中国地方整備局

平成18年9月
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1.事業位置図

油谷港

徳山下松港徳山下松港

岩国港

小野田港
宇部港

三田尻中関港

避難港

重要港湾

特定重要港湾

※赤字は、本評価対象港湾



2. 徳山下松港の利用状況

●徳山下松港の取扱貨物量
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●新南陽地区多目的国際ターミナル整備箇所

徳山西徳山西ICIC

徳山東徳山東ICIC徳山駅徳山駅

山陽自動車道山陽自動車道

山陽新幹線山陽新幹線

２

２

２

周南市周南市

下松市下松市

光市光市

新南陽地区新南陽地区

徳山地区徳山地区

下松地区下松地区

光地区光地区

新南陽地区多目的国際ターミナル新南陽地区多目的国際ターミナル

石炭取扱箇所（現在）石炭取扱箇所（現在）

鉄鋼鉄鋼((ﾌｪﾛｸﾛﾑﾌｪﾛｸﾛﾑ))蔵置箇所（現在）蔵置箇所（現在）

■ 評価対象施設■■ 評価対象評価対象施設施設



３.徳山下松港の課題

●係留施設及びふ頭用地不足（その１）

背後コンビナート企業群の生産力増強・増設
→ 電力需要の増に伴い、新規石炭火力発電所の建設（2008年春）
→ 燃料（石炭）取扱が新たに発生

火力発電所建設箇所火力発電所建設箇所

岸壁岸壁((--12m12m））

火力発電所建設位置図



●ふ頭用地不足（その２）

徳山ポートルネッサンス２１計画徳山ポートルネッサンス２１計画 イメージパース図イメージパース図

蔵置ヤード →

鉄鋼(ﾌｪﾛｸﾛﾑ)の蔵置状況（現状）

：写真のアングル方向：写真のアングル方向

鉄鋼（フェロクロム）

鉄鋼（フェロニッケル）

スクラップ

ステンレス鋼熔解・圧延

緑地整備に伴い、鉄鋼(ﾌｪﾛｸﾛﾑ)を現在蔵置しているヤードから撤退が必要



●港湾施設の水深不足

現況、石炭取扱施設は水深-9m、鉄鋼(ﾌｪﾛｸﾛﾑ)取扱施設は水深-10m
→ 高い物流コストを強いられ、近年、大型化している船舶への対応も困難

石炭取扱石炭取扱施設施設

石炭取扱箇所石炭取扱箇所

航路航路((--9m9m））

鉄鋼鉄鋼((ﾌｪﾛｸﾛﾑﾌｪﾛｸﾛﾑ))取扱取扱施設施設

鉄鋼取扱箇所鉄鋼取扱箇所

泊地泊地((--10m10m））

鉄鋼鉄鋼蔵置蔵置箇所箇所
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